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地域に根差したリハビリテーション Position Statement on Community-based 

Rehabilitation 2004 

 

見解 

WFOT は，地域に根差した実践（Community-based rehabilitation: CBR）とは実際何か，どう

あるべきか，について幅広い意見や哲学があることを認める。CBR は，非常に多様な障害に関連する実

践を含む。この文書は，障害者のリハビリテーション，機会の平等，社会統合のための地域開発のストラテ

ジーとしてCBRを理解することを基本とする。CBRは，障害者自身，家族，地域の積極的参加と共に，地

域のさまざまな関係者の努力とが一体となって実践される。CBR は，利用者と提供者双方にとって，適

切な健康，教育，社会的，職業的などのサービスへのアクセスと参加の両方を促進する。 

WFOTは，世界中に6億人の障害者がいること，特に「開発途上国」に多いこと（ここに限定されている

わけではないが）を重視している。「開発途上国」の家族や地域は，日常生活において尊厳ある意味ある参

加をすることが制限されていたり，それができなかったりしている。作業療法士は，こうした現実に対して

批判的に気づき理解を深めている。この現実は，作業隔離，作業剥奪，作業的公正といった新たな問題に

目を向けさせ，情報を与えるものである。作業療法士は，特定の中核となる原則を発展させることに努め

ている。一つはすべての人の権利であり，障害者も含み，作業を通して自分自身の運命を決める各人の能

力と力を発達させるという権利である。これは CBRの基本的主張と一致する。 

作業療法士は，CBR においてトレーナーや教育者として仕事をしてきている。プログラムを促進し，発

展させる目的をもって，地域の人々に知識や技能を移転するということをしてきた。その他に地域での

「ハンズオン」としても仕事をし，処方の下でサービスを提供したり，プログラムリーダーとしてのポジショ

ンで働いたりしてきた。現在の CBRにおいて国外者と地域の実践者が何人いるのかについて，数の統計

はない。 

 

WFOTのポジション 

WFOTは，作業療法士がCBRを通して，障害者や家族の生活に変化を起こすという貢献をしていると

認めている。WFOTはCBRプログラムと障害者の人権の発展と普及をサポートし促進する。WFOTは，

CBRにおける統合的な作業療法実践－研究－教育プロジェクトを計画し実行することをサポートする。 

このポジションは，障害を経験する人や家族や地域との連合体に結び付くことであり，彼らの問題のた

めに彼らと共に主張し，個々人の経験を共有するものであり，専門職協会が障害者のニーズと，尊厳とイ

ンクルージョンの権利をサポートすることをできるようにする。これは開発途上国であっても，先進国であ

っても行っていく。 
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さらなるガイダンスについては，ソーシャルメディア利用に関する声明書（Position statement on 

the Use of Social Media）を参照のこと。（訳者注：ここでは省略） 
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